
 

 

 

 

 

 

 

実施主体 現代生活学部こども学科有志 

実施内容 大学内でのポスター掲示・オレンジリボン、チラシの設置 

➀事前に取り組んだ内容 

授業の中でオレンジリボン運動について学び、学生の立場としてできるこ

とを考えた。また、同じ学部の学生に向け、オレンジリボン運動についての

ポスターを作成し、掲示した。 

 

②実施期間に取り組んだ具体的内容 

 啓発月間に合わせ、学舎でオレンジリボン運動について、ポスター掲示を

行った。また、学舎の入口には、オレンジリボンとチラシを設置し、学生が

自由に持ち帰ることが出来るようにした。 

 

③オレンジリボン運動を終えて・・・  

 
 

 

授業の中だけではなく、実際に

啓発活動に参加し、児童虐待につ

いて深く考えることができた。 

 また、啓発活動を行い、児童虐

待やオレンジリボン運動につい

て、より多くの学生に知ってもら

うことができたのではないか。 

さらに、設置していたオレンジ

リボンやチラシを、実際に手に取

っている姿を見ることができ、興

味、関心を持ってもらうことがで

き、嬉しく思う。 

今後も、オレンジリボン運動に

ついて知っている学生が増える

よう活動を続けたい。 
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